
  

 

メヒテルトのアルバムに整理されていた画集が居間に運ばれてきた。絵として

は比較的小さいものであった。以前にモノクロ写真で見たことのある絵もあっ

たが大部分は初めてであった。絵画をたくさん描いたことは筆者も知っていた。

当時の宍道湖、嫁が島、袖師が浦、農村風景、そして、とくに愛した大山、浅

間山、富士山の絵を残している。フリッツの心の豊かさとその動きを推し量る

パステル画、水彩画である。親類や知人の他にメヒテルトの絵も残っている。

これらの絵はフリッツにとっては日本での生徒との交わりと心在りかの象徴で

あった。この地を愛したフリッツは周辺の景色や建物を描くために、画紙集と

パステルをもってよく散歩に出かけた。その中で感じた自然と一体となった自

分の姿が心象風景として調和・融合したときに、限りない心の平安と満足感を

味わうことができた。 

カルシュによる絵画集 
Beauty & Impression by Pictures  
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